
子どもの遊び場

主な日常的な遊び場とし

ては、「自宅や友達の

家」がもっとも多く、次い

で「公園」が多くなってい

ます。子どもの遊び環境

には、61.0％が「やや不

満」あるいは「不満」と答

えており、その理由は、

「自然に触れ合える場が

ない」、「近所に遊び場

がない」と回答した人が

多くなっています。

地域子育て支援拠点事業

現在、21.5％の人が「常設オープンス

ペースを利用している」と回答していま

す。

オープンスペースに対する希望として

は、「徒歩で行ける近い場所での開

催」や「開催回数・時間の増加」と回答

した人が多くなっています。
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育児休業制度

育児休業を取得したと回答した母親のうち、復帰時期として、希望では「子どもが０歳～１歳未満の

とき」と回答した人が7.2％であったのに対し、実際には「０歳～１歳未満のとき」と回答した人が

33.8％となっています。

また、現在育児休業中の母親のうち、84.5％が「１歳になったときに必ず利用できる事業があれば１

歳になるまで育児休業を取得したい」と回答しています。

子育てに関する悩みや不安感

子育ての精神的な負担を減らすために必要な支

援として、「経済的支援の充実」と回答した割合が

もっとも多く、次いで「一時預かりなど親がリフレッ

シュするための支援」が多くなっています。

子育てしやすい社会をつくるための行政の役割

行政に期待することとして、「経済的支援の充実」と回

答した割合がもっとも多く、次いで「労働時間の短縮や

育児休業等の職場環境の整備」が多くなっています。
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【N＝現在育児休業中である】
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